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平成３０年度「災害医療救護通信エキスパート研修」の開催について  

 

 
 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。  

 さて今般、災害医療救護通信エキスパート育成協議会より本会宛に「災害医療

救護通信エキスパート研修」の開催にかかる周知方依頼がありました。  

 本研修は、大規模災害時において、衛星携帯電話及び衛星データ通信をはじめ

とする各種無線機器等を適正かつ有効に取り扱うことができる人材を育成するこ

とを目的として、総務省の委託により災害医療救護通信エキスパート育成協議会

（小職が参与に就任。事務局：公益社団法人日本無線協会）が開催するものです。  

詳細につきましては、別添受講者募集案内をご参照ください。  

 つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただきますととも

に周知方につき、ご高配賜りますようよろしくお願い申し上げます。  



 

平成 30 年７月６日 

 

公益社団法人 日本医師会 御中 

 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 

 

 

平成 30 年度「災害医療救護通信エキスパート研修」の 

周知に関するご協力のお願いについて（依頼） 

 

 

謹啓、貴会におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 日頃から、当協議会の事業に対し、多大なご支援をいただいておりますことに、改め

て御礼申し上げます。 

 さて、ご案内のとおり、当協議会では、医療関係者等に対して、大規模災害時におい

て衛星携帯電話等の無線機器を適正かつ有効に取り扱うことができる人材の育成を目

的として、昨年度から「災害医療救護通信エキスパート研修」を実施しています。本年

度も引き続き当該研修・訓練を実施することとなりました。 

 つきましては、貴会内及び関係機関等に本研修についてご周知いただきたくご依頼申

し上げます。 

 なにとぞご協力をお願い申し上げます。 

 

敬白 

 

 

 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 事務局 

公益財団法人 日本無線協会企画室 

電話：０３－３５３３－５６８６ 

E-mail kikaku1@nichimu.or.jp 

 

 

 



 

１ 

平成 30 年度 災害医療救護通信エキスパート育成事業実施計画 
 

１ 災害医療救護通信エキスパート育成事業とは  

災害医療救護通信エキスパート育成事業に係る研修・訓練等（以下、「通信エキスパート研

修」という。）は、首都直下地震、南海トラフ地震等の大規模災害時において、国民の生命・

身体を守るために行われる医療・救護活動等を円滑に行うために必要とされる情報伝達の手

段として使用される衛星携帯電話及び衛星データ通信をはじめとする各種無線機器等を適正

かつ有効に取り扱うことができる人材を育成し、災害医療・救護活動等の維持を図り、被災

者の医療活動等の支援に寄与することを目的とする総務省事業として、平成２９年度から「災

害医療救護通信エキスパート育成協議会（会長：相田仁東京大学工学系研究科教授）」が実施

しているものです。なお、本事業の事務は、総務省からの請負として公益財団法人日本無線

協会が行っています。 

２ レベル別の研修・訓練等の日程  

本年度募集する通信エキスパート研修は、上級レベル研修、標準レベル研修及びオンライ

ンの３区分とし、上級レベル及び標準レベル研修の修了者には認定証及び記章を交付します。

また、オンライン研修の修了者には、修了証を交付します。 

それぞれの日程及び会場は次のとおりです。なお、当該研修の受講料は無料です。 

（１）上級レベル（２日間研修） 

回 実施日 研修会場 募集人数 申込期間 

１ 平成 30 年 8 月 31 日(金)～9 月 1 日(土) ｽｶﾊﾟｰ JSAT 

横浜衛星管制 

ｾﾝﾀｰ（神奈川県 

横浜市） 

20 名 
7 月 1 日～7 月 31 日 

２ 平成 30 年 9 月 21 日(金)～22 日(土) 同 上 

３ 平成 30 年 10 月 12 日(金)～13 日(土) 同 上 8 月 1 日～8 月 31 日 

４ 平成 30 年 11 月 16 日(金)～17 日(土) 同 上 9 月 1 日～9 月 30 日 

（注）２日間にわたっての研修です。各回は同一内容です。 

申込期間前は受付できません。 

【上級レベルの目標】 

衛星データ通信機器等の設営･メンテナンス及び操作の指導ができるレベルを目標とし、非常用通信手段の

適正利用を実現する上で必要となる知識及び技能のうち、高度なもの（主に衛星データ通信に特化した内容）

を習得する。 

 

（２）標準レベル（１日研修） 

回 実施日 研修会場 募集人数 申込期間 

１ 平成 30 年 8 月 24 日(金)  

東京臨海広域防災公園 

（東京都江東区） 

30 名  

7 月 1 日～ 

7 月 31 日 

２ 平成 30 年 8 月 25 日(土) 同 上 

３ 平成 30 年 9 月 7 日(金) 同 上 

４ 平成 30 年 9 月 8 日(土) 同 上 

５ 平成 30 年 10 月 26 日(金) 総務省情報通信政策研究所 

（東京都国分寺市） 

同 上 8 月 1 日～ 

8 月 31 日 ６ 平成 30 年 10 月 27 日(土) 同 上 

７ 平成 30 年 12 月 7 日(金)  

東京臨海広域防災公園 

（東京都江東区） 

同 上  

10 月 1 日～ 

10 月 31 日 

８ 平成 30 年 12 月 8 日(土) 同 上 

９ 平成 30 年 12 月 21 日(金) 同 上 

10 平成 30 年 12 月 22 日(土) 同 上 

（注）１日間の研修です。各回は同一内容です。 

申込期間前は受付できません。  

【標準レベルの目標】 

衛星携帯電話等の機器を適正に操作･使用できるレベルを目標とし、非常用通信手段の適正利用を実現す

る上で必要となる標準的な知識及び技能（主に衛星携帯電話による音声通話を中心とした内容）を習得する。 

  



 

２ 

（３）オンライン研修 

以下のサイトで随時受講できます（実技はありません）。 
下記の gacco トップページから「新規会員登録」・「ログイン」の上、受講コード「ＤＣＯＭＥ２０１８」を登録し、

「災害医療救護通信エキスパート研修２０１８」を受講してください。（開講は８月１日を予定しています。） 

  http://gacco.org/ 
【オンライン研修の目標】 

 衛星携帯電話等と携帯電話等との違いを理解することができるレベルを目標とし、非常用通信手段の

適正利用を実現する上で必要となる基礎的な知識を習得する。 

なお、上級又は標準レベル受講者は、予習のため、必ず事前に受講修了してください。 

（４）講師育成研修 

上級又は標準レベル受講修了者を対象として選考いたします。一般公募は行いません。 

３ 受講科目、受講時間、受講資格  

（１）受講科目及び受講時間 

受講区分 種別及び受講時間 受講内容 

上級レベル 

（２日間研修） 

座 学 1.5 時間 

○非常災害時の通信確保の必要性・重要性 

○災害医療・救護活動において確保されるべき非常用通

信手段に関するガイドライン 

○非常用通信手段の種類と特徴、メリット・デメリット 

○電波法制、電波システムの適正利用 

○機器の管理方法等 

実 技 

（屋外） 
6 時間 

○衛星データ通信(VSAT 等)の設置・操作、ＰＣネット接

続(Wi-Fi の設定を含む)及びアプリ操作(EMIS へのロ

グインまで) 

○デジタル簡易無線の設定、通信操作の確認 

能力認

定試験 

45 分 

程度 

○座学及び実技のそれぞれについて、その理解度、熟度

を試験によって確認（認定） 

標準レベル 

（１日研修） 

座 学 1.5 時間 ○上級レベルの内容についての基本的知識 

実 技 

（屋外） 
3 時間 

○衛星携帯電話の設定・通信操作 

○デジタル MCA 無線、デジタル簡易無線の設定、通信操

作の確認 

○衛星データ通信の操作、ＰＣネット接続 

能力認

定試験 

30 分 

程度 

○座学及び実技のそれぞれについて、その理解度、熟度

を試験によって確認（認定） 

 ＊受講時間は目安であり、研修状況等に応じて延長することがあります。 

 ＊実技に関する能力認定試験は、実技研修中に実施します。 

 ＊オンライン研修は、gacco ASP サイト上にアップロードされた資料で随時の受講になります。 

（２）受講資格 

受講区分 受講資格（いずれかに該当する者） 

上級レベル 

○DMAT、JMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に１年以上の業務経歴を有する者 

○日本災害医学会認定災害医療ロジスティクス専門家として認定された者 

○地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署

に属する者 

○医療関係者等であって、上記と同等の知識を有する者 

○医療関係者等であって、第二級陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級

陸上特殊無線技士国家資格を有し１年以上の業務経歴を有する者 

標準レベル 

○医療関係者等であって、１年以上の業務経歴を有する者又は同等の知識を有する者 

○地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署

に属する者 

○医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者 

  ＊オンライン研修については、特に受講資格は必要ありません。 

http://gacco.org/


 

３ 

４ 申込方法  

（１）申込方法と申込期間 

○上級・標準レベルは、実施回毎に募集します。受講申込書に必要な事項を記載し、メー

ル又はＦＡＸで下記提出先に、実施回毎の申込期間にご提出ください。 

○定員になり次第、受付を終了します。申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続

します。 

○なお、定員に大幅に満たない場合や、荒天の場合等、取りやめにすることがあります。 

○本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否」を通知します。（先着

順ではありません。） 

（２）提出書類 

受講申込書の用紙は、関係機関等に送付しますが、公益財団法人日本無線協会のホーム

ページからダウンロードもできます。 

（３）提出先 

提出方法 メールアドレス/ＦＡＸ番号 

メール e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com 

ＦＡＸ 0225-92-8382 

５ 留意事項  

○屋外での長時間の実技実習がありますので、雨（できるだけ「カッパ」）や寒さ、暑さ対策

への服装をご準備ください。 

○やむを得ない事情により受講できなくなった場合は、早期の連絡をお願いします（電話

070-1002-9607）。 

○講習時間が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓

練の開始時刻に遅れないようご注意ください。 

○研修会場に駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい。 

○研修会場の近くに食堂・売店等はありません。昼食については、事前に準備してご参加く

ださい。 

○公益財団法人日本無線協会は、個人情報を含む申込書を他の目的に使用することはありま

せん。 

６ その他  

通信エキスパート研修は、災害医療救護等に従事する者が大規模災害時において、通信

連絡回線を確保するための通信技術のスキルアップを図ることで通信エキスパート人材を

育成するものです。 

公益財団法人日本無線協会では、この主旨を踏まえ、更なるスキルアップのため、無線

従事者国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催して

おります。 

詳細は、当協会のホームページをご覧ください。 

 http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html 

 
〔お問い合わせ先〕 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 事務局 

公益財団法人日本無線協会 企画室（０３－３５３３－５６８６） kikaku1[ｱｯﾄﾏｰｸ]nichimu.or.jp 

  〒１０４－００５３ 東京都中央区晴海三丁目３番３号江間忠ビル 

 

 

mailto:e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com
http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html


 

１ 

 

平成30年度「通信エキスパート研修」受講者募集案内 
～上級レベル研修（スカパーＪＳＡＴ横浜衛星管制センター会場）～ 

 

〔お問い合わせ先〕 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 事務局 

公益財団法人日本無線協会企画室（03-3533-5686） 
    〒104-0053 東京都中央区晴海三丁目３番３号 江間忠ビル 

 

１ 実施日及び募集人数 

実施回 実施日 申込期間 募集人数 

１ 平成３０年８月３１日（金）～９月１日（土） 
７月１日～７月３１日 

各回２０名 
２ 平成３０年９月２１日（金）～９月２２日（土） 

３ 平成３０年１０月１２日（金）～１０月１３日（土） ８月１日～８月３１日 

４ 平成３０年１１月１６日（土）～１１月１７日（土） ９月１日～９月３０日 

＊受講料は無料です。 

＊２日間にわたっての研修です。各実施回とも、同一の時間割、同一内容です。 

＊申込期間前は受付できません。 

＊定員になり次第、受付を終了します。なお、申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続します。 

＊定員に大幅に満たない場合、荒天の場合等、取りやめにすることがあります。 

 

２ 研修会場 

スカパーＪＳＡＴ 横浜衛星管制センター（屋内、屋外） 

〒226-0015 神奈川県横浜市緑区三保町 248-1 

 

３ 時間割 

 時 間 内 容 

１日目 

（金曜） 

１０：２０ 受付開始 

１０：３０～１２：００ オリエンテーション、座学 

１２：００～１２：４０ （昼食） 

１２：４０～１６：２５ 実技実習（屋外） 

２日目 

（土曜） 

１０：００～１４：２０ 実技実習（屋外）  ―昼食休憩あり― 

１４：３０～１６：００ 座学に関する能力認定試験／修了式 

＊２日間にわたっての研修です。時間は目安であり、延長する場合があります。 

＊使用予定通信機器（変更になる場合があります。） 

   ＶＳＡＴ、ワイドスター、ＢＧＡＮ、デジタル簡易無線（登録局） 

＊実技に関する能力認定試験は、実技実習中に実施します。 

 

４ 受講資格 

受講資格（いずれかに該当する者） 

○DMAT、JMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に１年以上の業務経歴を有する者 

○日本災害医学会認定災害医療ロジスティクス専門家として認定された者 

○地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

○医療関係者等であって、上記と同等の知識を有する者 

○医療関係者等であって、第二級陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級陸上特殊無線

技士国家資格を有し１年以上の業務経歴を有する者 

 

  



 

２ 

 

５ 申込方法 

受講の申込は、実施回毎に募集します。本募集案内に添付された申込用紙に必要事項を記載

し、事務局（下記のメールアドレス又はＦＡＸ番号宛て）に、実施回毎の申込期間にご提出して下さ

い。電話や郵送等による受付は行っておりません。（申込期間前は受付できません。） 

提出方法 メールアドレス/ＦＡＸ番号 

メール e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com 

ＦＡＸ 0225-92-8382 

 

６ 受講者の決定 

本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否」を、各実施回の申込期限経

過後、速やかにメール等で通知します。（先着順ではありません。） 

受講が決定しましたら、下記のオンライン上の「災害医療救護通信エキスパート研修２０１８」で必

ず予習し、受講修了をしてください。下記の gacco のサイトで受講できます（実技はありません）。下

記の gacco トップページから「新規会員登録」・「ログイン」の上、受講コード「ＤＣＯＭＥ２０１８」を登

録して受講してください。（８月１日から開講する予定です。） 

  http://gacco.org/ 

 

７ 注意事項 

○屋外での長時間の実技実習がありますので、雨（できるだけ「カッパ」）や寒さ、暑さ対策への服

装をご準備ください。 

○講習時間が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の

開始時刻に遅れないようご注意ください。 

○やむを得ない事情により受講できなくなった場合には、電話により早期の連絡をお願いします

（電話 070-1002-9607）。 

○研修会場の近くには食堂・売店等がありません。事前に昼食を購入する等、ご準備をお願いしま

す。 

○研修会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。 

○当日の持ち物 

  ・ 筆記用具 

  ・ 記入済みの事前アンケート（用紙は、受講決定時にメールで送付します。） 

  ・ 可能であれば、インターネットに接続できるノートパソコン又はタブレットをお持ちください。 

また、できるだけWindows Update をしておいてください。 

 

８ その他 

公益財団法人日本無線協会では、通信エキスパートの更なるスキルアップのため、無線従事者

国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しております。 

詳細は、当協会のホームページをご覧ください。 

 http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html 

 

 

 

mailto:e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com
http://gacco.org/
http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html


 

３ 

 

研修会場のご案内 
 

 

【会場】  

●スカパーＪＳＡＴ 横浜衛星管制センター テレポート 屋内、屋外 

〒226-0015 神奈川県横浜市緑区三保町 248-1 
 

【交通アクセス】 

●ＪＲ横浜線「中山駅」下車 

   南口バス乗り場１から、神奈川中央交通「中５３鶴ヶ峰駅行き」又は

「横５２横浜駅西口行き」に乗車１０分、「梅田バス停」下車徒歩２分 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

テレポート側の 

ゲートを 

入場ください。 



 

４ 

 

平成３０年  月  日 
災害医療救護通信エキスパート育成協議会 会長 殿 

平成 30 年度 通信エキスパート研修 受講申込書 
～ 上級レベル研修（スカパーＪＳＡＴ横浜衛星管制センター会場） ～ 

次のとおり、通信エキスパート研修（上級レベル）に参加したいので申し込みます。 

住 所 

〒 

 

電

話

番

号 

自宅    (    ) 

携帯   －    － 

氏 名 

 

性

別 

男 

･ 

女 

生

年

月

日 

昭和 

・    年   月   日 

平成 

 

 

メールアドレス 
 

勤務先 

〒 

 

 

 

電話番号     （    ） 

FAX 番号 

メールアドレス 

 

緊

急

連

絡

先 

 

電話    （   ）        

氏名（続柄） 

 

 

 

          （      ） 

受講希望日 
２日間研修です。 

（○で囲む） 

１ 8/31（金）～9/1（土）       ３ 10/１２（金）～10/１３（土） 

２ 9/21（金）～9/22（土）      ４ 11/16（土）～11/17（土） 

受講資格※
（○で囲む） 

①      ②      ③      ④      ⑤ 

業務経歴等 

（上記受講資格に係る業務経歴の概要を記載してください。） 

 

 

職場の衛星系通信設備の種別・型式（配備している場合） 
 

 

広域災害救急医療情報システム（EMIS）ログイン用のＩＤ、パスワードの有無 有  ・  無 

所属する都道府県等のＪ－ＳＰＥＥＤのログイン用のＩＤ、パスワードの有無 有  ・  無 

※ 下表から該当する受講資格を選択してください。（複数選択可） 

（受講資格） 

受講資格 

①DMAT、JMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に１年以上の業務経歴を有する者 

②日本災害医学会認定災害医療ロジスティクス要員として認定された者 

③地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

④医療関係者等であって、上記と同等の知識を有する者 

⑤医療関係者等であって、第二級陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級陸上特殊無線技士国

家資格を有し１年以上の業務経歴を有する者 

 

NO             



 

１ 

 

平成30年度「通信エキスパート研修」受講者募集案内 
～標準レベル研修（東京臨海広域防災公園会場）～ 

 

〔お問い合わせ先〕 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 事務局 

公益財団法人日本無線協会企画室（03-3533-5686） 
    〒104-0053 東京都中央区晴海三丁目３番３号 江間忠ビル 

１ 実施日及び募集人数 

実施回 実施日 申込期間 募集人数 

１ 平成３０年８月２４日（金） 

７月１日～７月３１日 

各回３０名 

２ 平成３０年８月２５日（土） 

３ 平成３０年９月７日（金） 

４ 平成３０年９月８日（土） 

５ 平成３０年１２月７日（金） 

１０月１日～１０月３１日 
６ 平成３０年１２月８日（土） 

７ 平成３０年１２月２１日（金） 

８ 平成３０年１２月２２日（土） 

＊受講料は無料です。 

＊１日間の研修です。各実施回とも、同一の時間割、同一内容です。 

＊申込期間前は受付できません。 

＊定員になり次第、受付を終了します。なお、申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続します。 

＊定員に大幅に満たない場合、荒天の場合等、取りやめにすることがあります。 

 

２ 研修会場 

東京臨海広域防災公園 本部棟２階「レクチャールーム３」、屋外 

〒135-0063 東京都江東区有明 3丁目 8番 35 号 

 

３ 時間割 

時 間 内 容 

０９：２０ 受付開始（会場建物の玄関は、この時間に開きます。） 

０９：３０～１２：２５ オリエンテーション、座学 

１２：２５～１３：０５ （昼食） 

１３：０５～１５：２５ 実技実習（屋外） 

１５：３０～１６：４５ 座学に関する能力認定試験／修了式 

＊時間は目安であり、延長する場合があります。 

＊使用予定通信機器（変更になる場合があります。） 

   イリジウム、スラヤ、ワイドスター、ＢＧＡＮ、デジタルＭＣＡ無線、デジタル簡易無線（登録局） 

＊実技に関する能力認定試験は、実技実習中に実施します。 

 

４ 受講資格 

受講資格（いずれかに該当する者） 

○医療関係者等であって、１年以上の経歴を有する者又は同等の知識を有する者 

○地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

○医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者 

 

  



 

２ 

 

５ 申込方法 

受講の申込は、実施回毎に募集します。本募集案内に添付された申込用紙に必要事項を記載

し、事務局（下記のメールアドレス又はＦＡＸ番号宛て）に、実施回毎の申込期間にご提出して下さ

い。電話や郵送等による受付は行っておりません。（申込期間前は受付できません。） 

提出方法 メールアドレス/ＦＡＸ番号 

メール e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com 

ＦＡＸ 0225-92-8382 

 

６ 受講者の決定 

本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否」を、各実施回の申込期限経

過後、速やかにメール等で通知します。（先着順ではありません。） 

受講が決定しましたら、下記のオンライン上の「災害医療救護通信エキスパート研修２０１８」で必

ず予習し、受講修了をしてください。下記の gacco のサイトで受講できます（実技はありません）。下

記の gacco トップページから「新規会員登録」・「ログイン」の上、受講コード「ＤＣＯＭＥ２０１８」を登

録して受講してください。（８月１日から開講する予定です。） 

  http://gacco.org/ 

 

７ 注意事項 

○屋外での長時間の実技実習がありますので、雨（できるだけ「カッパ」）や寒さ、暑さ対策への服

装をご準備ください。 

○講習時間が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の

開始時刻に遅れないようご注意ください。 

○やむを得ない事情により受講できなくなった場合には、電話により早期の連絡をお願いします

（電話 070-1002-9607）。 

○研修会場の近くには食堂・売店等がありません。事前に昼食を購入する等、ご準備をお願いしま

す。 

○研修会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。 

○当日の持ち物 

  ・ 筆記用具 

  ・ 記入済みの事前アンケート（用紙は、受講決定時にメールで送付します。） 

  ・ 可能であれば、インターネットに接続できるノートパソコン又はタブレットをお持ちください。 

また、できるだけWindows Update をしておいてください。 

 

８ その他 

公益財団法人日本無線協会では、通信エキスパートの更なるスキルアップのため、無線従事者

国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しております。 

詳細は、当協会のホームページをご覧ください。 

 http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html 

 

 

 

mailto:e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com
http://gacco.org/
http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html


 

３ 

 

研修会場のご案内 
 

 

【会場】  

●東京臨海広域防災公園 本部棟２階「レクチャールーム３」、屋外 

〒135-0063東京都江東区有明３丁目８番３５号 
 

【交通アクセス】 

●ゆりかもめ東京臨海新交通臨海線「有明」駅より徒歩２分 

●東京臨海高速鉄道りんかい線「国際展示場」駅より徒歩４分 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

４ 

 

平成 30 年  月  日 
災害医療救護通信エキスパート育成協議会 会長 殿 

平成 30 年度 通信エキスパート研修 受講申込書 
～ 標準レベル研修（東京臨海広域防災公園会場） ～ 

次のとおり、通信エキスパート研修（標準レベル）に参加したいので申し込みます。 

住 所 

〒 

 

電

話

番

号 

自宅    (    ) 

携帯   －    － 

氏 名 

 

性

別 

男 

･ 

女 

生

年

月

日 

昭和 

・    年   月   日 

平成 

 

 

メールアドレス 
 

勤務先 

〒 

 

 

 

電話番号     （    ） 

FAX 番号 

メールアドレス 

 

緊

急

連

絡

先 

 

電話    （   ）        

氏名（続柄） 

 

 

 

          （      ） 

受講希望日 
１日研修です。 

（○で囲む） 

１ 8/24（金）   ３ 9/7（金）   ５ 12/7（金）   ７ 12/21（金） 

２ 8/25(土)   ４ 9/8（土）   ６ 12/8（土）   ８ 12/22（土） 

受講資格※
（○で囲む） 

①      ②      ③ 

業務経歴等 

（上記受講資格に係る業務経歴の概要を記載してください。） 

 

 

職場の衛星系通信設備の種別・型式（配備している場合） 
 

 

広域災害救急医療情報システム（EMIS）ログイン用パスワードの有無 有  ・  無 

所属する都道府県等のＪ－ＳＰＥＥＤのログイン用のＩＤ、パスワードの有無 有  ・  無 

※ 下表から該当する受講資格を選択してください。（複数選択可） 

（受講資格） 

受講資格 

①医療関係者等であって、１年以上の業務経歴を有する者又は同等の知識を有する者 

②地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

③医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者 

 

NO             



 

１ 

 

平成30年度「通信エキスパート研修」受講者募集案内 
～標準レベル研修（総務省情報通信政策研究所会場）～ 

 

〔お問い合わせ先〕 

災害医療救護通信エキスパート育成協議会 事務局 

公益財団法人日本無線協会企画室（03-3533-5686） 
    〒104-0053 東京都中央区晴海三丁目３番３号 江間忠ビル 

１ 実施日及び募集人数 

実施回 実施日 申込期間 募集人数 

１ 平成３０年１０月２６日（金） 
８月１日～８月３１日 各回３０名 

２ 平成３０年１０月２７日（土） 

＊受講料は無料です。 

＊１日間の研修です。各実施回とも、同一の時間割、同一内容です。 

＊申込期間前は受付できません。 

＊定員になり次第、受付を終了します。なお、申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続します。 

＊定員に大幅に満たない場合、荒天の場合等、取りやめにすることがあります。 

 

２ 研修会場 

総務省情報通信政策研究所（教室、屋外） 

〒185-8795 東京都国分寺市泉町 2丁目 11 番 16 号 

 

３ 時間割 

時 間 内 容 

０９：２０ 受付開始 

０９：３０～１２：２５ オリエンテーション、座学 

１２：２５～１３：０５ （昼食） 

１３：０５～１５：２５ 実技実習（屋外） 

１５：３０～１６：４５ 座学に関する能力認定試験／修了式 

＊時間は目安であり、延長する場合があります。 

＊使用予定通信機器（変更になる場合があります。） 

   イリジウム、スラヤ、ワイドスター、ＢＧＡＮ、デジタルＭＣＡ無線、デジタル簡易無線（登録局） 

＊実技に関する能力認定試験は、実技実習中に実施します。 

 

４ 受講資格 

受講資格（いずれかに該当する者） 

○医療関係者等であって、１年以上の経歴を有する者又は同等の知識を有する者 

○地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

○医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者 

 

  



 

２ 

 

５ 申込方法 

受講の申込は、実施回毎に募集します。本募集案内に添付された申込用紙に必要事項を記載

し、事務局（下記のメールアドレス又はＦＡＸ番号宛て）に、実施回毎の申込期間にご提出して下さ

い。電話や郵送等による受付は行っておりません。（申込期間前は受付できません。） 

提出方法 メールアドレス/ＦＡＸ番号 

メール e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com 

ＦＡＸ 0225-92-8382 

 

６ 受講者の決定 

本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否」を、各実施回の申込期限経

過後、速やかにメール等で通知します。（先着順ではありません。） 

受講が決定しましたら、下記のオンライン上の「災害医療救護通信エキスパート研修２０１８」で必

ず予習し、受講修了をしてください。下記の gacco のサイトで受講できます（実技はありません）。下

記の gacco トップページから「新規会員登録」・「ログイン」の上、受講コード「ＤＣＯＭＥ２０１８」を登

録して受講してください。（８月１日から開講する予定です。） 

  http://gacco.org/ 

 

７ 注意事項 

○屋外での長時間の実技実習がありますので、雨（できるだけ「カッパ」）や寒さ、暑さ対策への服

装をご準備ください。 

○講習時間が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の

開始時刻に遅れないようご注意ください。 

○やむを得ない事情により受講できなくなった場合には、電話により早期の連絡をお願いします

（電話 070-1002-9607）。 

○研修会場の近くには食堂・売店等がありません。事前に昼食を購入する等、ご準備をお願いしま

す。 

○研修会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。 

○当日の持ち物 

  ・ 筆記用具 

  ・ 記入済みの事前アンケート（用紙は、受講決定時にメールで送付します。） 

  ・ 可能であれば、インターネットに接続できるノートパソコン又はタブレットをお持ちください。 

また、できるだけWindows Update をしておいてください。 

 

８ その他 

公益財団法人日本無線協会では、通信エキスパートの更なるスキルアップのため、無線従事者

国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しております。 

詳細は、当協会のホームページをご覧ください。 

 http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html 

 

 

 

mailto:e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com
http://gacco.org/
http://www.nichimu.or.jp/yousei/index.html


 

３ 

 

研修会場のご案内 
 

 

【会場】  

●総務省情報通信政策研究所 教室、屋外 

〒185-8795東京都国分寺市泉町２丁目１１番１６号 
 

【交通アクセス】 

●ＪＲ中央線・武蔵野線「西国分寺」駅より徒歩１０分 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

４ 

 

平成 30 年  月  日 
災害医療救護通信エキスパート育成協議会 会長 殿 

平成 30 年度 通信エキスパート研修 受講申込書 
～ 標準レベル研修（情報通信政策研究所会場） ～ 

次のとおり、通信エキスパート研修（標準レベル）に参加したいので申し込みます。 

住 所 

〒 

 

電

話

番

号 

自宅    (    ) 

携帯   －    － 

氏 名 

 

性

別 

男 

･ 

女 

生

年

月

日 

昭和 

・    年   月   日 

平成 

 

 

メールアドレス 
 

勤務先 

〒 

 

 

 

電話番号     （    ） 

FAX 番号 

メールアドレス 

 

緊

急

連

絡

先 

 

電話    （   ）        

氏名（続柄） 

 

 

 

          （      ） 

受講希望日 
１日研修です。 

（○で囲む） 
１ １０/2６（金）         ２ １０/２7（金） 

受講資格※
（○で囲む） 

①      ②      ③ 

業務経歴等 

（上記受講資格に係る業務経歴の概要を記載してください。） 

 

 

職場の衛星系通信設備の種別・型式（配備している場合） 
 

 

広域災害救急医療情報システム（EMIS）ログイン用パスワードの有無 有  ・  無 

所属する都道府県等のＪ－ＳＰＥＥＤのログイン用のＩＤ、パスワードの有無 有  ・  無 

※ 下表から該当する受講資格を選択してください。（複数選択可） 

（受講資格） 

受講資格 

①医療関係者等であって、１年以上の業務経歴を有する者又は同等の知識を有する者 

②地方公共団体（保健所を含む。）において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者 

③医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者 

 

NO             










